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　　 日本にお ける英陌集中プロ グラム の 評価
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海外留学や短期語学研修を望む学生が増加す るの に対 し、 現地で の 学習が 効果

的に行 われ る よ うに 、学生た ちの アカデ ミ ッ クな英語 力 を向上 させ る こ とを目

的 と し昨年度本学で 初め て 日本 で の 短期集 中 ESL プ ロ グラム が実施 され た 。 今

回はそ の プロ グラム の 評価 に つ い て 発 表す る 。

プロ グラム 内容

ア メ リカ の 大学で 長年留学生や 研 修生 を教 えて い る ESL 専 門の 先 生 を 2 人招聘

し 2 週間の 集 中講義が行わ れ た 。 また 、 特色 として 先生の 他 に学生アシスタントと呼

ばれ る在 日留学生 も加え、授業以外で も英語 に接する機会を豊富に提供 した 。

小人数で native 　speaker の 先生及 び、学生アシスタントとの 共 同生活 に よ り、 日常の

英語 会話 が習得 で き るよ うに、 また 、 この プロ グラム に参加する こ とで英語力

が つ くだけで な く、 これか らの 英語学習の 仕方や 、 学習の ポイ ン トが習得で き

るように考慮された 。 プロ グラム の 目的は 、 受 講生の 4 技能全体 を向上 させ 、

特 に英語 に お ける Communication能力の 育成に あ っ た 。レッ ス ン プ ラン は招聘

された先生が作成 した 。 そ の 概要は次の よ うな もの で ある e

Each　day　we 　will 　fbcus　on 　a　speci 丘c　topic　such 　as 　ffiendship
，
　family　life

，
　work

life
，　recreation ，　money ，　and 　ethnicity ．　The　daily　topic　wiU 　be　explored 　using 　a

variety 　of　language　skills （1istening，
　speaking

，
　reading

，
　and 　writing ）and 　a

variety 　of 　materials （songs ，　video ，
　newspaper 　articles

，
　and 　advice 　letters）．

Students’ skills 　will 　be　strengthened 　and 　their　selLcon 丘dence　in　using
English　fostered　through 　active 　participation　and 　positive　interaction　with
classmates 　and 　i灯 structors ．

被験者

上記の プロ グラム に 参加 した東京都内の 女子短期大学 （英語英文学科）に在 籍

する 17 名と埼玉県にある女子大学 （経営学部〉に在籍の 4 名の女子学生、お よ

び 2 名の 担 当教師 （ア メ リカ 人）

評価手順

研修プロ グ ラム、 お よび ア メ リカの 先生か ら送 られて きた レ ッ ス ン プラ ン を検

討 し，こ の プロ グラム の 目標を推測 し 、 そ れ に あわせ 、プ ロ グラムの 効果 を測 る

3 つ の 測定方法を検討 した 。 測定するの は（a）総合的な 英語能力 の 変化 、（b）英語

学習 に対す る意識の 変化 、 （c）オ
ー

ラル 能力 の 変化 と した 。 これ ら 3 つ の 能 力の

測定 を中心 に次の 順番で 評価を実施した 。

（1）上記の 3 つ の 測定を可 能にする Instrumentsを開発 し、作成 した 。

（2 ）Pretestをプロ グラム が 始 まる前 に実施 した 。

（3 ）プロ グラムが どの よ うに運営され て い る の か を見学 、 観察 した 。 そ の 際

　　　担 当の 2 名の 教師、 また 2 名の Student　Assistantに Interviewした 。
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（4 ）Posttestを実施 した。

Instruments

Measurem 　ent 　for　gen　era1 　proffcien（y 　 （総合的な英語 能力 の 測定♪

本研究 にお い て は英語 を第二 言語 と して 学習 して い る 高校生の 能力 を測定する

目的 で 作 られ た SLEPT （Secondary　Level　of 　English　Proficiency　Test） の 第 3

版を使用 した 。 こ の テ ス トは Listeningと Reading セ ク シ ョ ン に分 か れ 、そ れ

ぞれ 75 問つ つ 用 意 され て い る 。 全 て 4 つ の 選択肢か ら正解 を選 ぶ 形 式 に な っ て

お り、Listeningの 項 目は全て テ
ー
プ を聞い て 答える よ うにな っ て い る 。 所要時間

90 分の テ ス トで ある 。 テ ス ト時間の 制約 の 中、 この テス トに含 まれ る 項 目を

Pretestと Posttest に 分割 して 使用 した 。 そ れぞ れ の セ ク シ ョ ン項 目の うち数個

を係 留項 目（anchor 　item）と して 使 用 し、　 Rasch　Model に 従 い 、　 Pretest と

Posttestの 等化を試み た 。

Measur θm 　ent 　for　affective 　factors・ （1英語学習に対 する意識丿

受講生の 英語学習動機、お よ び英語学習に 関す る意識 を 23 の ア ン ケー ト項 目を

作 り、 調査 した 。 受 講 生 は プロ グラ ム の 前後 に 同
一

の ア ンケ
ー

トに 答えた 。

Measurem 　ent 　for　ora ／　sla
’
77s　　　　 （t 一

プル 能力 の 測 定♪

受講 生 に課題 を与 え、そ の 言語的反応 を 一 人つつ ピテ
’
オお よ びテ

ー
プ に録音 し後 に

全体的、 また個別的 に 分析 した 。 Pretestと して の 課題は 「ア メ リカ の ホテ ル で

友人が い な くなっ て しまい ま した 。 ホ テ ル の従業員 に友人 を探 して も らうた め

に彼女に つ い て 説明 して くだ さ い 。 」 で あ っ た 。 Posttestは受講生 は 同 じよ うに

東京駅 で は ぐれ て しま っ た弟 か妹を探 す た め に警察官 に彼 〔彼女〕の 描写 をす

る もの で あ っ た。

受講生 に よ る プロ グ ラム評 価

研 修時期、研 修場所綬業内容に関する ア ン ケー トも実施 した 。

結果

まず、SLEPT テ ス トか ら作成 され 、項 目が 等化 された Pretestと Posttest を T一

検定で 比較す る と Reading セ ク シ ョ ン で はそ の 差は見つ か らな か っ た（df＝ 20
，

t ＝ −1．88
， p ＝

，
075）。 しか し、　 Listeningセ ク シ ョ ンで は統計的有意差が見っ か

っ た（df＝ 20
，
　t＝ 3．70

，
　p 二 ．001 ）。

　英語学習に 関す る意識調 査で は 、 2 項 目 を除 く全て の項 目に お い て 平 均点 が

あが っ て い た 。 そ れは受講生が英語学習 に 関 して 肯定的な考 え を もつ よ うに変

化 して い っ た こ とを示 す 。

　受講者全員 の oral 　interviewの 録画 を見な が ら2 名の 測定者が pronunciation ，

fiuency
，
　accuracy

，
　non −verbal の 4 つ の 側面か ら 5 点満点で 採点 し、そ れ らの 総

合点を プロ グラム の 前後で 比較 した と こ ろ統計的有意差が見 つ か っ た（df； 　1　g，　t
＝ 4．26，p ＝ ．001）。

こ れ ら 3 つ の 測定方法か ら、 また 同じに行われ た プロ グラム に対す る学生の 全

体 的な評価 か ら今 回 の プロ グ ラ ム は成功 した と思わ れ る 。被験者 の 数が 少な い

ため項 目 分析 の処 理 は信頼 性 の 低 い もの に な っ て い るが こ れ か ら の テ ス ト開発

に役立 て た い 。
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